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富田 庸介，? 中田 聡，? 長野 拓郎 ?













行った.病理診断は,atypical meningioma WHO grade?
MIB-1 10％であったが,肉眼的に全摘出 (simpson grade
?)されており,後療法は行わず,リハビリ転院となった.
２．最近経験した海綿状血管腫の２手術症例
中田 聡，大瀧 寛也，山根 庸宏
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頭術施行. 3クール目の TMZおよびアバスチン (BEV)
投与したところ,劇的な浮腫の改善あり.その後現在ま
でにさらに BEV 2クール,TMZ 1クール追加.画像,症
状ともに何とか小康を保っている.
５．下垂体卒中が疑われた稀なトルコ鞍部病変の１例
佐藤 晃之，藤巻 広也，吉澤 将士
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と考察】 下垂体機能低下症 25例 (うち重症 GHDとし
て成長ホルモン補充療法施行中 16例), PRL異常症 20
例で全例薬物療法中,先端巨大症 6例 (ソマトスタチン
アナログ治療中 3例), ADH分泌異常症 3例,クッシン

















置である Leksell Gamma Knife Perfexionが導入される
のを契機に,更なる治療成績の向上と低侵襲治療が期待
される.新治療装置の特徴を紹介し,展望を概観する.
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